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A．研究目的 

 本研究課題の目的である“ロボット型内

視鏡操作支援システムの AI による高度化”

を達成するためには，内視鏡から得られる

画像を適切に処理し，そこから得られる情

報を内視鏡操作の支援に有効に利用する必

要がある．この目的を達成するために，本

年度は，パターン認識および画像解析技術

を医用画像に適用するノウハウの蓄積を目

指し，限られた学習データを用いた場合の

医用画像の識別の可能性について研究を行

った．  

 

B．研究方法 

 パターン認識およびその技術を応用した

画像解析は，AI を構成する重要な技術とし

て発展している．しかしそれを内視鏡画像

に適用するためには，十分な学習データを

用意するとともに，それを有効に活用して

目的とする情報を抽出する方法を開発する

必要がある．しかし，適用対象とする内視

鏡で取得した学習データを大量に用意する

ことが困難である場合も想定されるため，

その場合には，限られた学習データで適切

に動作する必要がある． 

 限られた学習データでも動作する処理方

式としては，あらかじめ設定した特徴パラ

メータを画像から抽出し，その特徴パラメ

ータを用いて目的部分とそれ以外を識別す

る従来型の処理も有効である．ここでは，

顕微鏡下で取得された医用画像を対象とし

て，特徴抽出と識別の実験を行った．  

（倫理面への配慮） 

 長崎大学の倫理審査の承認を受けるとと

もに，人体組織を対象として取得される画

像データを研究に用いる場合には，個人情

報が含まれないことに注意して実験を行っ

た． 

 

C．研究結果 

 肺組織の病理画像を実験対象として，限

られた画像データを用いた学習と識別を行

った．染色された肺組織の画像中からリン

パ濾胞の抽出を目標とし，色および形状の
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い，医用画像に対する認識の可能性を検討した． 
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特徴パラメータを抽出して用いた．  

 実験には染色状態が異なる 2 枚の画像を

用いた．同じ画像中から学習データとテス

トデータを抽出した場合には80％程度の識

別率が得られた．異なる画像を学習データ

とテストデータに用いた場合には，識別率

が 40％以下まで大幅に低下したが，色と明

るさを正規化して２画像間の条件をそろえ

ることで，同等の識別率まで改善すること

ができた．  

 

D．考察 

 学習によって特徴パラメータを自動設定

するアルゴリズムには，膨大な学習データ

を必要とする．今回の実験に用いた学習デ

ータ数は数十サンプル程度であり，Deep 

Learning のような学習アルゴリズムを利

用するにはデータ数が大幅に不足すると予

想される．今回の実験に用いたような，特

徴パラメータをあらかじめ設定して処理を

行う方法は，学習データが限られている場

合でも有効に機能する可能性がある．  

 

E．結論 

 内視鏡画像に対する AI 手法の適用にあ

たっては，利用できる学習データの状況に

よって適切な方法を適用することが望まれ

る．  

 

F．健康危険情報 

 なし 

 

G．研究発表 

 １．論文発表 

なし 

２．学会発表 

Liang Jun, Takuma Honda, Tomoya 

Goto, Kotaro Sonoda, Junya Fukuoka, 

Senya Kiyasu, “Extraction of 

Lymphoid Follicles from Digital 

Pathology Images”, 電気・情報関係学

会九州支部第 70 回連合大会論文集，p.81 

(2017) 

 

H．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 

 １．特許取得 

  なし 

 ２．実用新案登録 

  なし 

 ３．その他 

  なし 

 


